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(57)【要約】
【課題】カーボンブラック組成物における、カーボンブラックの分散性、保存安定性を改
善し、高光沢、高着色力、低ヘイズの組成物を得ることを目的とする。
【解決手段】カーボンブラックと結合剤、溶剤および下特定の構造式で表されるベンゾイ
ソインドール誘導体を用いてなることを特徴とするカーボンブラック組成物。
　さらに、カーボンブラック１００重量部に対し、上記ベンゾイソインドール誘導体を０
．１から２０重量部含有することを特徴とするカーボンブラック組成物。
【選択図】なし



(2) JP 2009-185178 A 2009.8.20

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カーボンブラックと結合剤、溶剤および下記一般式（１）で表されるベンゾイソインド
ール誘導体を用いてなることを特徴とするカーボンブラック組成物
式（１）
【化１】

　式中、Ｒ１は水素原子、置換基を有してもよいアルキル基、または置換基を有してもよ
いアシル基を表す。
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０は、互いに独立に、水素原子、置
換基を有してもよいアルキル基、フェニル基、ハロゲン原子、シアノ基、置換基を有して
もよいアルコキシ基、または－ＮＲ１２Ｒ１３である。ただし、Ｒ１２とＲ１３は、互い
に独立に、水素原子、または置換基を有してもよいアルキル基、またはＲ１２とＲ１３と
で一体となって更なる窒素、酸素または硫黄原子を含んでもよい複素環を表す。
　Ｒ４は、水素原子、置換基を有してもよいアルキル基、置換基を有してもよいアシル基
、または、一般式（２）で表される置換基を表す。
　－Ｙ－（Ｚ）ｋ　一般式（２）
（式中、Ｙは、直接結合、－Ｏ－、－Ｓ（Ｏ）ｍ－（ここでｍは、０から３の整数を表す
）、－ＣＯ－、－ＮＲ１４－、－ＣＯＮＲ１４－、－ＳＯ２ＮＲ１４－、－ＮＲ１４ＣＯ
－、－ＮＲ１４ＳＯ２－（ここでＲ１４は、水素原子、アルキル基、またはヒドロキシア
ルキル基を表す）、炭素数１から１２の直鎖または枝分かれしたアルキレン基あるいは、
アルキル基、アミノ基、ニトロ基、水酸基、アルコキシ基、またはハロゲン原子で置換さ
れていてもよいベンゼン残基あるいはトリアジン残基、またはこれらの結合基を２個以上
組み合わせた結合基を表す。Ｚはハロゲン原子、置換基を有してもよいアルキル基、置換
基を有してもよいアリール基、置換基を有してもよいフタルイミドメチル気、－ＮＲ１５

Ｒ１６、ＳＯ３・Ｍ／ｎ、または－ＣＯＯ・Ｍ／ｎを表し、Ｒ１５とＲ１６はそれぞれ独
立に水素原子、置換基を有してもよいアルケニル基、置換基を有してもよいフェニル基、
またはＲ１５とＲ１６とで一体となって更なる窒素、酸素または硫黄原子を含んでもよく
、置換基を有してもよい複素環を表し、Ｍは水素イオン、１から３価の金属イオン、また
は少なくとも１つがアルキル基で置換されているアンモニウムイオンを表し、ｎはＭの価
数を表す。ｋは１または２の整数を表す。）
　Ｒ１１は、水素原子、ハロゲン原子、ニトロ基、シアノ基、水酸基、置換基を有しても
よいアルコキシ基、置換基を有してもよいアルールオキシ基、－Ｓ（Ｏ）ｍＲ１７、－Ｎ
Ｒ１８Ｒ１９、またはＮ２

＋Ｘ－である。ただし、ｍは０から３までの整数であり、Ｒ１

７は水素原子、置換基を有してもよいアルキル基、置換基を有してもよいアリール基、ま
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たはハロゲン原子である。さらに、Ｒ１８とＲ１９は、互いに独立に、水素原子、または
置換基を有してもよいアルキル基、またはＲ１８とＲ１９とで一体となって更なる窒素、
酸素または硫黄原子を含んでもよい複素環を表す。Ｘは、ハロゲン原子を表す。］
【請求項２】
　カーボンブラック１００重量部に対し、一般式（１）で表されるベンゾイソインドール
誘導体を０．１から２０重量部含有することを特徴とする請求項１記載のカーボンブラッ
ク組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カーボンブラックが媒体中に微細かつ均一に分散されたカーボンブラック組
成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　カーボンブラックは、着色顔料や遮光材料として印刷インキ、塗料、プラスチック形成
材料などの分野で広く使用されている。これらの製品において着色性、光吸収性能を向上
させるためにはカーボンブラックを溶剤や樹脂中に均一に分散させなければならないが、
カーボンブラックは分散性が良くないため均一分散を得るためには工程面で多大のエネル
ギーが必要となる。
【０００３】
　このような問題を緩和する手段として各種の分散剤を添加する方法が一般に行われてい
る。しかしながら、この方法を用いても、十分満足する分散性が得られ難いばかりでなく
、分散剤と樹脂成分との相溶性が悪い場合には、インキや塗料の性能低下を招くこともあ
り、分散剤に合わせて樹脂成分を選択したり、または樹脂成分に合わせて分散剤を選択し
たりしなければならず、汎用性に欠けるという問題があった。
【０００４】
　一般に、分散させるカーボンブラックの表面状態と樹脂との関係は、塩基性表面（エレ
クトロンドナー性）を有するカーボンブラックは酸性官能基をもつ高分子と強く吸着し、
酸性表面（エレクトロンアクセプター性）を有するカーボンブラックには塩基性官能基を
もつ高分子が吸着されやすい傾向がある。したがって、混合するカーボンブラックと樹脂
との電荷極性が相違している場合には良好な分散安定性が得られることになる。このよう
な性質を利用して、分散剤を用いずにカーボンブラックの分散性を高めるために粒子表面
の極性を改質する方法が古くから提案されている。
　しかしながら、表面電荷の異なる多様な顔料や添加剤を使用するインキ・塗料工業にあ
っては、全塗料の表面電荷を制御することが困難なこともあって、十分な分散安定性を得
るには、未だ到っていない。
【０００５】
　これらの問題を解決するため、カーボンブラック表面を、各種の界面活性剤や樹脂で被
覆して、固体状又は液状の基材との親和力を高めることにより、カーボンブラックを均一
に混合又は分散する方法が数多く検討されている。
　しかしながら、これまでの方法で得られた表面が被覆してなるカーボンブラックは、他
の物質との親和性が期待した程には改良されず、必ずしも満足する結果は得られていない
のが現状である。
【０００６】
　またカーボンブラック表面を酸化処理して酸性官能基を導入することにより、カーボン
ブラックの分散性を改善する試みがなされている。酸化処理方法としてはオゾン処理、プ
ラズマ処理などの気相酸化法と硝酸や過酸化水素水、過塩素酸ソーダなどを用いる液相酸
化法が考案されている。しかしながら、液相酸化では処理後の精製が困難であることや、
気相酸化においては、精製工程が必要ないという利点があるが、先述の通り酸性度が低い
ために十分な分散性が得られないという欠点を持つ。
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【０００７】
　これに対して、カーボンブラックを結合剤および溶剤に分散する際に、１級アミノ基と
３級アミノを有するアミン化合物を分散剤として用いる方法（例えば、特許文献１、２参
照）や、カーボンブラックを１級アミノ基と３級アミノ基を有するアミン化合物によりメ
カノケミカル的に処理する方法（特許文献３参照）によりカーボンブラックの分散性を大
幅に改良する試みがなされた。
【特許文献１】特開平１１－２５６０６８号公報
【特許文献２】特開平２００１－３４４７３８号公報
【特許文献３】特開平１１－２５６０６７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明が解決しようとする課題は、カーボンブラック組成物における、カーボンブラッ
クの分散性、保存安定性を改善し、高光沢、高着色力、低ヘイズの組成物を得ることを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明者らは、上記の課題を解決すべく鋭意検討を重ねた結果、特定の構造をもつベン
ゾイソインドール誘導体を使用することにより、カーボンブラックを微細かつ均一に分散
させることができ、塗膜性能を向上させることを見出した。すなわち、本発明はカーボン
ブラックと結合剤、溶剤および下記一般式（１）で表されるベンゾイソインドール誘導体
を用いてなることを特徴とするカーボンブラック組成物に関する。
【００１０】
【化１】

 
【００１１】
　式中、Ｒ１は水素原子、置換気を有してもよいアルキル基、または置換基を有してもよ
いアシル基を表す。　
【００１２】
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０は、互いに独立に、水素原子、置
換基を有してもよいアルキル基、フェニル基、ハロゲン原子、シアノ基、置換基を有して
もよいアルコキシ基、または－ＮＲ１２Ｒ１３である。ただし、Ｒ１２とＲ１３は、互い
に独立に、水素原子、または置換基を有してもよいアルキル基、またはＲ１２とＲ１３と
で一体となって更なる窒素、酸素または硫黄原子を含んでもよい複素環を表す。
【００１３】
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　Ｒ４は、水素原子、置換基を有してもよいアルキル基、置換基を有してもよいアシル基
、または、一般式（２）で表される置換基を表す。
【００１４】
　－Ｙ－（Ｚ）ｋ　一般式（２）
（式中、Ｙは、直接結合、－Ｏ－、－Ｓ（Ｏ）ｍ－（ここでｍは、０から３の整数を表す
）、－ＣＯ－、－ＮＲ１４－、－ＣＯＮＲ１４－、－ＳＯ２ＮＲ１４－、－ＮＲ１４ＣＯ
－、－ＮＲ１４ＳＯ２－（ここでＲ１４は、水素原子、アルキル基、またはヒドロキシア
ルキル基を表す）、炭素数１から１２の直鎖または枝分かれしたアルキレン基あるいは、
アルキル基、アミノ基、ニトロ基、水酸基、アルコキシ基、またはハロゲン原子で置換さ
れていてもよいベンゼン残基あるいはトリアジン残基、またはこれらの結合基を２個以上
組み合わせた結合基を表す。Ｚはハロゲン原子、置換基を有してもよいアルキル基、置換
基を有してもよいアリール基、置換基を有してもよいフタルイミドメチル気、－ＮＲ１５

Ｒ１６、ＳＯ３・Ｍ／ｎ、または－ＣＯＯ・Ｍ／ｎを表し、Ｒ１５とＲ１６はそれぞれ独
立に水素原子、置換基を有してもよいアルケニル基、置換基を有してもよいフェニル基、
またはＲ１５とＲ１６とで一体となって更なる窒素、酸素または硫黄原子を含んでもよく
、置換基を有してもよい複素環を表し、Ｍは水素イオン、１から３価の金属イオン、また
は少なくとも１つがアルキル基で置換されているアンモニウムイオンを表し、ｎはＭの価
数を表す。ｋは１または２の整数を表す。）
　Ｒ１１は、水素原子、ハロゲン原子、ニトロ基、シアノ基、水酸基、置換基を有しても
よいアルコキシ基、置換基を有してもよいアルールオキシ基、－Ｓ（Ｏ）ｍＲ１７、－Ｎ
Ｒ１８Ｒ１９、またはＮ２

＋Ｘ－である。ただし、ｍは０から３までの整数であり、Ｒ１

７は水素原子、置換基を有してもよいアルキル基、置換基を有してもよいアリール基、ま
たはハロゲン原子である。さらに、Ｒ１８とＲ１９は、互いに独立に、水素原子、または
置換基を有してもよいアルキル基、またはＲ１８とＲ１９とで一体となって更なる窒素、
酸素または硫黄原子を含んでもよい複素環を表す。Ｘは、ハロゲン原子を表す。］
【００１５】
　また、本発明は更にカーボンブラック１００重量部に対し、一般式（１）で表されるベ
ンゾイソインドール誘導体を０．１から２０重量部含有することを特徴とするカーボンブ
ラック組成物に関する。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の実施により得られるカーボンブラック組成物は、従来の技術を用いて得られた
カーボンブラック組成物に比べ優れた粘度適正、光沢、ヘイズ、着色力、保存安定性を示
す。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明について詳細に説明する。本発明のカーボンブラック組成物は、少なくと
も、カーボンブラックと溶剤、下記一般式（１）で表されるベンゾイミダゾール誘導体を
含有するカーボンブラック組成物である。
【００１８】
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【化１】

【００１９】
　式中、Ｒ１は水素原子、置換基を有してもよいアルキル基、または置換基を有してもよ
いアシル基を表す。
【００２０】
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０は、互いに独立に、水素原子、置
換基を有してもよいアルキル基、フェニル基、ハロゲン原子、シアノ基、置換基を有して
もよいアルコキシ基、または－ＮＲ１２Ｒ１３である。ただし、Ｒ１２とＲ１３は、互い
に独立に、水素原子、または置換基を有してもよいアルキル基、またはＲ１２とＲ１３と
で一体となって更なる窒素、酸素または硫黄原子を含んでもよい複素環を表す。
【００２１】
　Ｒ４は、水素原子、置換基を有してもよいアルキル基、置換基を有してもよいアシル基
、または、一般式（２）で表される置換基を表す。
【００２２】
　－Ｙ－（Ｚ）ｋ　一般式（２）
（式中、Ｙは、直接結合、－Ｏ－、－Ｓ（Ｏ）ｍ－（ここでｍは、０から３の整数を表す
）、－ＣＯ－、－ＮＲ１４－、－ＣＯＮＲ１４－、－ＳＯ２ＮＲ１４－、－ＮＲ１４ＣＯ
－、－ＮＲ１４ＳＯ２－（ここでＲ１４は、水素原子、アルキル基、またはヒドロキシア
ルキル基を表す）、炭素数１から１２の直鎖または枝分かれしたアルキレン基あるいは、
アルキル基、アミノ基、ニトロ基、水酸基、アルコキシ基、またはハロゲン原子で置換さ
れていてもよいベンゼン残基あるいはトリアジン残基、またはこれらの結合基を２個以上
組み合わせた結合基を表す。Ｚはハロゲン原子、置換基を有してもよいアルキル基、置換
基を有してもよいアリール基、置換基を有してもよいフタルイミドメチル気、－ＮＲ１５

Ｒ１６、ＳＯ３・Ｍ／ｎ、または－ＣＯＯ・Ｍ／ｎを表し、Ｒ１５とＲ１６はそれぞれ独
立に水素原子、置換基を有してもよいアルケニル基、置換基を有してもよいフェニル基、
またはＲ１５とＲ１６とで一体となって更なる窒素、酸素または硫黄原子を含んでもよく
、置換基を有してもよい複素環を表し、Ｍは水素イオン、１から３価の金属イオン、また
は少なくとも１つがアルキル基で置換されているアンモニウムイオンを表し、ｎはＭの価
数を表す。ｋは１または２の整数を表す。）
　Ｒ１１は、水素原子、ハロゲン原子、ニトロ基、シアノ基、水酸基、置換基を有しても
よいアルコキシ基、置換基を有してもよいアルールオキシ基、－Ｓ（Ｏ）ｍＲ１７、－Ｎ
Ｒ１８Ｒ１９、またはＮ２

＋Ｘ－である。ただし、ｍは０から３までの整数であり、Ｒ１

７は水素原子、置換基を有してもよいアルキル基、置換基を有してもよいアリール基、ま
たはハロゲン原子である。さらに、Ｒ１８とＲ１９は、互いに独立に、水素原子、または
置換基を有してもよいアルキル基、またはＲ１８とＲ１９とで一体となって更なる窒素、
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酸素または硫黄原子を含んでもよい複素環を表す。Ｘは、ハロゲン原子を表す。］
【００２３】
　置換基を有してもよいアルキル基としては、炭素数１～３０のアルキル基が好ましく、
例えば、メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、ヘキシル基、オクチル基、デシル
基、ドデシル基、オクダデシル基、イソプロピル基、イソブチル基、sec－ブチル基、ter
t－ブチル基、１－エチルペンチル基、シクロペンチル基、シクロヘキシル基、トリフル
オロメチル基、２－エチルヘキシル基、フェナシル基、１－ナフトイルメチル基、２－ナ
フトイルメチル基、４－メチルスルファニルフェナシル基、４－フェニルスルファニルフ
ェナシル基、４－ジメチルアミノフェナシル基、４－シアノフェナシル基４－メチルフェ
ナシル基、２－メチルフェナシル基、３－フルオロフェナシル基、３－トリフルオロメチ
ルフェナシル基、３－ニトロフェナシル基等が挙げられる。
【００２４】
　置換基を有してもよいアシル基としては、炭素数２～２０のアシル基が好ましく、例え
ば、アセチル基、プロパノイル基、ブタノイル基、トリフルオロメチルカルボニル基、ペ
ンタノイル基、ベンゾイル基、１－ナフトイル基、２－ナフトイル基、４－メチルスルフ
ァニルベンゾイル基、４－フェニルスルファニルベンゾイル基、４－ジメチルアミノベン
ゾイル基、４－ジエチルアミノベンゾイル基、２－クロロベンゾイル基、２－メチルベン
ゾイル基、２－メトキシベンゾイル基、２－ブトキシベンゾイル基、３－クロロベンゾイ
ル基、３－トリフルオロメチルベンゾイル基、３－シアノベンゾイル基、３－ニトロベン
ゾイル基、４－フルオロベンゾイル基、４－シアノベンゾイル基、４－メトキシベンゾイ
ル基等が挙げられる。
【００２５】
　ハロゲン原子としては、フッ素原子、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子が挙げられる。
【００２６】
　置換基を有してもよいアルコキシ基としては、炭素数１～３０のアルコキシ基が好まし
く、例えば、メトキシ基、エトキシ基、プロピルオキシ基、イソプロピルオキシ基、ブト
キシ基、イソブトキシ基、sec－ブトキシ基、tert－ブトキシ基、ペンチルオキシ基、イ
ソペンチルオキシ基、ヘキシルオキシキ、ヘプチルオキシ基、オクチルオキシ基、２－エ
チルヘキシルオキシ基、デシルオキシ基、ドデシルオキシ基、オクタデシルオキシ基、エ
トキシカルボニルメチル基、２－エチルヘキシルオキシカルボニルメチルオキシ基、アミ
ノカルボニルメチルオキシ基、Ｎ，Ｎ－ジブチルアミノカルボニルメチルオキシ基、Ｎ－
メチルアミノカルボニルメチルオキシ基、Ｎ－エチルアミノカルボニルメチルオキシ基、
Ｎ－オクチルアミノカルボニルメチルオキシ基、Ｎ－メチル－Ｎ－ベンジルアミノカルボ
ニルメチルオキシ基、ベンジルオキシ基、シアノメチルオキシ基等が挙げられる。
【００２７】
　置換基を有してもよいアリール基としては、炭素数６～３０のアリール基が好ましく、
例えば、フェニル基、ビフェニル基、１－ナフチル基、２－ナフチル基、９－アンスリル
基、９－フェナントリル基、１－ピレニル基、５－ナフタセニル基、１－インデニル基、
２－アズレニル基、９－フルオレニル基、ターフェニル基、クオーターフェニル基、ｏ－
、ｍ－、およびｐ－トリル基、キシリル基、ｏ－、ｍ－、およびｐ－クメニル基、メシチ
ル基、ペンタレニル基、ビナフタレニル基、ターナフタレニル基、クオーターナフタレニ
ル基、ヘプタレニル基、ビフェニレニル基、インダセニル基、フルオランテニル基、アセ
ナフチレニル基、アセアントリレニル基、フェナレニル基、フルオレニル基、アントリル
基、ビアントラセニル基、ターアントラセニル基、クオーターアントラセニル基、アント
ラキノリル基、フェナントリル基、トリフェニレニル基、ピレニル基、クリセニル基、ナ
フタセニル基、プレイアデニル基、ピセニル基、ペリレニル基、ペンタフェニル基、ペン
タセニル基、テトラフェニレニル基、ヘキサフェニル基、ヘキサセニル基、ルビセニル基
、コロネニル基、トリナフチレニル基、ヘプタフェニル基、ヘプタセニル基、ピラントレ
ニル基、オバレニル基等が挙げられる。
【００２８】
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　置換基を有してもよいアリールオキシ基としては、炭素数６～３０のアリールオキシ基
が好ましく、例えば、フェニルオキシ基、１－ナフチルオキシ基、２－ナフチルオキシ基
、２－クロロフェニルオキシ基、２－メチルフェニルオキシ基、２－メトキシフェニルオ
キシ基、２－ブトキシフェニルオキシ基、３－クロロフェニルオキシ基、３－トリフルオ
ロメチルフェニルオキシ基、３－シアノフェニルオキシ基、３－ニトロフェニルオキシ基
、４－フルオロフェニルオキシ基、４－シアノフェニルオキシ基、４－メトキシフェニル
オキシ基、４－ジメチルアミノフェニルオキシ基、４－メチルスルファニルフェニルオキ
シ基、４－フェニルスルファニルフェニルオキシ基等が挙げられる。
【００２９】
　さらに、アルキル基、アシル基、アルコキシ基、アリール基、およびアリールオキシ基
の水素原子はさらに他の置換基で置換されていても良い。そのような置換基としては、例
えばフッ素原子、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子等のハロゲン原子、メトキシ基、エト
キシ基、tert－ブトキシ基等のアルコキシ基、フェノキシ基、p－トリルオキシ基等のア
リールオキシ基、メトキシカルボニル基、ブトキシカル
ボニル基、フェノキシカルボニル基等のアルコキシカルボニル基、アセトキシ基、プロピ
オニルオキシ基、ベンゾイルオキシ基等のアシルオキシ基、アセチル基、ベンゾイル基、
イソブチリル基、アクリロイル基、メタクリロイル基、メトキサリル基等のアシル基、メ
チルスルファニル基、tert－ブチルスルファニル基等のアルキルスルファニル基、フェニ
ルスルファニル基、p－トリルスルファニル基等のアリールスルファニル基、メチルアミ
ノ基、シクロヘキシルアミノ基等のアルキルアミノ基、ジメチルアミノ基、ジエチルアミ
ノ基、モルホリノ基、ピペリジノ基等のジアルキルアミノ基、フェニルアミノ基、p－ト
リルアミノ基等のアリールアミノ基、メチル基、エチル基、tert－ブチル基、ドデシル基
等のアルキル基、フェニル基、p－トリル基、キシリル基、クメニル基、ナフチル基、ア
ンスリル基、フェナントリル基等のアリール基、フリル基、チエニル基等の複素環基等の
他、ヒドロキシ基、カルボキシ基、ホルミル基、メルカプト基、スルホ基、メシル基、p
－トルエンスルホニル基、アミノ基、ニトロ基、シアノ基、トリフルオロメチル基、トリ
クロロメチル基、トリメチルシリル基、ホスフィニコ基、ホスホノ基、トリメチルアンモ
ニウミル基、ジメチルスルホニウミル基、トリフェニルフェナシルホスホニウミル基等が
挙げられる。
【００３０】
　さらに、Ｒ12とＲ13、Ｒ18とＲ19は、それぞれ一体となって、更なる窒素、酸素または
硫黄原子を含んでもよい複素環を形成していてもよい。
【００３１】
　置換基を有してもよいフタルイミドメチル基としては、フタルイミドメチル基、４－ニ
トロフタルイミドメチル基、４－クロロフタルイミドメチル基、テトラクロロフタルイミ
ドメチル基、（４,６－ビス（フタルイミドメチルアミノ）－１，３，５－トリアジン）
－２－イルアミノメチル基等が挙げられる。
【００３２】
　１～３価の金属イオンとしては、ナトリウムイオン、カリウムイオン、カルシウムイオ
ン、ストロンチウムイオン、バリウムイオン、アルミニウムイオン等が挙げられる。
【００３３】
　少なくとも１つがアルキル基で置換されているアンモニウムイオンとしては、オクチル
アンモニウムイオン、ドデシルアンモニウムイオン、ヘキサデシルアンモニウムイオン、
オクタデシルアンモニウムイオン、ジメチルジデシルアンモニウムイオン、ジメチルジド
デシルアンモニウムイオン、ジメチルジオクタデシルアンモニウムイオン、トリメチルド
デシルアンモニウムイオン、トリメチルオクタデシルアンモニウムイオン等が挙げられる
　この中で、広範な樹脂に対し優れた分散性を示すだけでなく、非集合性、非結晶性、粘
度適性、塗膜光沢、鮮明性、貯蔵安定性に優れたインキ及び塗料を得ることが容易に達成
できる本発明のベンゾイソインドール誘導体は、Ｒ4が
、一般式（３）または一般式（４）で表される置換基を有するものである。
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【００３４】
　　－Ｙ－（ＮＲ15Ｒ16）ｋ 一般式（３）
　式中、Ｙは、直接結合、－Ｏ－、－Ｓ（Ｏ）ｍ－（ここでｍは、０から３の整数を表す
）、－ＣＯ－、－ＮＲ14－、－ＣＯＮＲ14－、－ＳＯ2ＮＲ14－、－ＮＲ14ＣＯ－、－Ｎ
Ｒ14ＳＯ2－（ここでＲ1は、水素原子、アルキル基、またはヒドロキシアルキル基を表す
）、炭素数が１～１２の直鎖または枝分かれしたアルキレン基、およびアルキル基、アミ
ノ基、ニトロ基、水酸基、アルコキシ基、またはハロゲン原子で置換されてもよいベンゼ
ン残基あるいはトリアジン残基、またはこれらの結合基を２個以上組み合わせた結合基を
表す。Ｒ15とＲ16はそれぞれ独立に水素原子、置換基を有してもよいアルキル基、置換基
を有してもよいアルケニル基、置換基を有してもよいフェニル基、またはＲ15とＲ16とで
一体となって更なる窒素、酸素または硫黄原子を含んでもよく、置換基を有してもよい複
素環を表す。ｋは１または２の整数を表す。
【００３５】
　一般式（３）で表される置換基としては、例えば、スルファモイル基、メチルアミノ基
、エチルアミノ基、プロピルアミノ基、ブチルアミノ基、ヘキシルアミノ基、オクチルア
ミノ基、ドデシルアミノ基、オクタデシルアミノ基、ジメチルアミノ基、ジエチルアミノ
基、ジブチルアミノ基、ジメチルアミノプロピルアミノ基、ジエチルアミノプロピルアミ
ノ基、ジエチルアミノエチルアミノ基、ジブチルアミノプロピルアミノ基、ピペリジノメ
チル基、ジメチルアミノメチル基、ジエチルアミノメチル基、ジブチルアミノメチル基、
ジメチルアミノエチルオキシ基、ジメチルアミノエチルチオ基、ジエチルアミノエチルチ
オ基、ジエチルアミノエチルスルフィニル基、（４，６－ビス（ジエチルアミノプロピル
アミノ）－１，３，５－トリアジン）－２－イル基、ジメチルアミノプロピルアミノスル
ホニル基、ジエチルアミノプロピルアミノスルホニル基、ジブチルアミノプロピルアミノ
スルホニル基、モルホリノエチルアミノスルホニル基、４-アミノフェニルアミノスルホ
ニル基、ピペリジノプロピルアミノスルホニル基、４－メチルピペラジノプロピルアミノ
スルホニル基、ジメチルアミノプロピルアミノカルボニル基、４－（ジエチルアミノプロ
ピルアミノカルボニル）フェニルアミノカルボニル基、ジメチルアミノメチルカルボニル
アミノメチル基、ジエチルアミノプロピルアミノメチルカルボニルアミノメチル基、ジブ
チルアミノプロピルアミノメチルカルボニルアミノメチル基などが挙げられる。
【００３６】
　　－Ｙ－（－ＳＯ3・Ｍ／ｎ、または－ＣＯＯ・Ｍ／ｎ）ｋ　 一般式（４）
　式中、Ｙは、直接結合、－Ｏ－、－Ｓ（Ｏ）ｍ－（ここでｍは、０から３の整数を表す
）、－ＣＯ－、－ＮＲ14－、－ＣＯＮＲ14－、－ＳＯ2ＮＲ14－、－ＮＲ14ＣＯ－、－Ｎ
Ｒ14ＳＯ2－（ここでＲ1は、水素原子、アルキル基、またはヒドロキシアルキル基を表す
）、炭素数１～１２の直鎖または枝分かれしたアルキレン基、およびアルキル基、アミノ
基、ニトロ基、水酸基、アルコキシ基、またはハロゲン原子で置換されてもよいベンゼン
残基あるいはトリアジン残基、またはこれらの結合基を２個以上組み合わせた結合基を表
す。Ｍは水素イオン、１～３価の金属イオン、または少なくとも１つがアルキル基で置換
されているアンモニウムイオンを表し、ｎはＭの価数を表す。ｋは１または２の整数を表
す。
【００３７】
　一般式（４）で表される置換基としては、例えば、スルホ基、ナトリウムスルホナト基
、カルシウムスルホナト基、ストロンチウムスルホナト基、バリウムスルホナト基、アル
ミニウムスルホナト基、４－（アルミニウムスルホナト）フェニルカルバモイルメチル基
、ドデシルアンモニオスルホナト基、オクタデシルアンモニオスルホナト基、トリメチル
オクタデシルアンモニオスルホナト基、ジメチルジデシルアンモニオスルホナト基、カル
ボキシル基、２－アンモニウムカルボキシラト－５－ニトロベンズアミドメチル基、４－
カルボキシフェニルアミノカルボニル基などが挙げられる。
【００３８】
　上記一般式（１）で表されるベンゾイソインドール誘導体の具体例を表１に示す。
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（ただし、Ｍｅはメチル基、Ｅｔはエチル基、ｎ－Ｐｒはノルマルプロピル基、ｉ－Ｐｒ
は２－プロピル基、Ｂｕはブチル基、Ｈｅｘはヘキシル基、Ｔｏｌはパラトリル基、Ａｃ
はアセチル基、Ｂｚはベンゾイル基、Ｐｈはフェニル基を表す）。
【００３９】
　上記顔料組成物には、さらに顔料誘導体、好ましくはジケトピロロピロール、キナクリ
ドン、チアジンインジゴまたはアントラキノンからなる顔料残基に、塩基性基、酸性基ま
たはフタルイミドジメチル基が導入された顔料誘導体群から選ばれる少なくとも１種の顔
料誘導体を含有させることができる。
【００４０】
　本発明におけるベンゾイソインドール誘導体の含有量としては、カーボンブラック１０
０重量部に対し、一般式（１）で表されるベンゾイソインドール誘導体を０．１から２０
重量である。好ましくは１から１０重量部である。０．１重量部より少ないと十分な効果
が得られず、また、２０重量部より多くても効果の向上が認められず、場合によっては分
散安定性が低下しブリード、粘度上昇等の悪影響を引き起こす原因となる。
【００４１】
　本発明におけるカーボンブラックとしては、ファーネスブラック、チャンネルブラック
、サーマルブラック、アセチレンブラック等を単独または組み合わせて用いることができ
る。これらのカーボンブラックは従来公知の方法により各種前処理が施されていたり、目
的に応じて他の物質で表面処理されていたり、グラフト化等の処理が行われていてもよい
。さらに他の物質の表面等に付着した状態あるいは処理されたカーボンブラックも使用で
きる。また、粒状、粉状、ウエット状、スラリー状の何れの形態であってもよい。
【００４２】
　本発明における結合剤としては、カーボンブラック分散に用いられる公知の樹脂を単独
または組み合わせて用いることができる。具体例としては、塩化ビニル、酢酸ビニル、ビ
ニルアルコール、マレイン酸、アクリル酸、アクリル酸エステル、アクリロニトリル、ス
チレン、ビニルブチラール、ビニルアセタール等を構成単位として含む重合体または共重
合体、ポリウレタン樹脂、ポリエステル樹脂、フェノール樹脂、エポキシ樹脂、フェノキ
シ樹脂、尿素樹脂、メラミン樹脂、アルキド樹脂、アクリル樹脂、ホルムアルデヒド樹脂
、シリコン樹脂、硝化綿等の繊維素系樹脂が挙げられる。好ましい結合剤としては、アル
キッド樹脂、アクリル樹脂、塩化ビニル系樹脂、ポリウレタン樹脂、ポリエステル樹脂、
硝化綿、フェノキシ樹脂、ポリビニルブチラール樹脂を単独または組み合わせたものであ
る。
【００４３】
　またこれらの結合剤に紫外線または電子線で架橋する不飽和基を導入してもよい。また
これらの樹脂には架橋剤としてポリイソシアネート、メラミン樹脂を組み合わせてもよい
。ポリイソシアネートとしては、トリレンジイソシアネート、４－４’ジフェニルメタン
ジイソシアネート、ヘキサメチレンジイソシアネート、キシリレンジイソシアネート、オ
ルトトルイジンジイソシアネート、イソホロンジイソシアネート、トリフェニルメタント
リイソシアネート等のイソシアネート類、またいわゆるブッロク剤（マスク剤とも言う）
でブロックされたブロックイソシアネート類、またこれらのイソシアネート類とポリアル
コールとの生成物、またイソシアネート類の縮合によって生成したポリイソシアネート等
を使用することができる。これらのポリイソシアネートは結合剤中の極性基と反応し３次
元的に架橋し、塗膜の強度、耐久性等を高める効果がある。
【００４４】
　本発明における溶剤としては、特に制限はないが、具体例としてはメチルエチルケトン
、トルエン、メチルイソブチルケトン、シクロヘキサノン、酢酸エチル、酢酸ブチル、テ
トラヒドロフラン等の任意比率の混合溶剤が挙げられる。これらの有機溶剤は必ずしも１
００％純粋である必要はなく、主成分以外に異性体、未反応物、副反応物、分解物、酸化
物、水分等の不純物が含まれていても構わない。
【００４５】
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　本発明のカーボンブラック組成物には、必要に応じて各種粉末、分散剤、潤滑剤、その
他各種添加剤等の公知の材料を含有しても良い。粉末の具体例としては、酸化チタン、酸
化鉄、酸化ジルコニウム、硫酸バリウム、炭酸カルシウム、アルミナ、シリカ、窒化珪素
、炭化珪素等が挙げられる。分散剤としては、従来公知の樹脂型分散剤、界面活性剤、カ
ップリング剤、レシチン、リン酸エステル、脂肪酸、脂肪酸金属塩、あるいは特開昭６１
－２２４１３６号公報や特第２６０２２７３号公報などに開示されている有機色素化合物
やトリアジン化合物などを単独または２つ以上組み合わせて使用できる。
【００４６】
　本発明のカーボンブラック組成物の製造方法に関しては特に制限はないが、従来公知で
ある製造工程、例えば２本ロールミル、３本ロールミル、ニーダー、加圧ニーダー、連続
ニーダー、エクストルーダー、連続エクストルーダー、ボールミル、アトライター、サン
ドミル、コボールミル、アジテーターミル、スーパーミル、ショットミル、ピンミル、ジ
ェットミル、ディスクミル、ホモジナイザー、バスケットミル、ペブルミル、ヘンシェル
ミキサー、スーパーミキサー、プラネタリーミキサー、ディゾルバー、超音波分散機など
を、単独あるいは２つ以上組み合わせて用いる工程により製造することができる。
【００４７】
　本発明にカーボンブラック組成物の利用分野としては、特に制限はないが遮光性、導電
性、耐久性、漆黒性が要求される分野、例えば、グラビアインキ、オフセットインキ、磁
気記録媒体用バックコート、静電トナー、インクジェット、自動車塗料、繊維・プラスチ
ック形成材料等において、安定かつ均一な組成物を提供し得るものである。
【００４８】
[実施例]
　以下に、実施例により、本発明をさらに詳細に説明するが、以下の実施例は本発明の権
利範囲を何ら制限するものではない。なお、実施例における「部」は、「重量部」を表す
。
[実施例１]
　下記の原料（アクリル樹脂は酸化１６ｍｇＫＯＨ／ｇ、重量平均分子量６００００、固
形分５０％ものを用いた。以下の列中のアクリル樹脂も全て同じもの）の混合物にスチー
ルビーズを加え、ペイントシェカー（レッドデビル社製）を用いて９０分間分散しカーボ
ンブラック組成物を作製した。
カーボンブラック（ＦＷ－２００　デグサ社製）　１０．０部
ベンゾイソインドール誘導体［表１の化合物５７］　１．０部
アクリル樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　６０．０部
トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．０部
酢酸エチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０部
【００４９】
[実施例２]
　実施例１におけるベンゾイソインゾール誘導体［表１の化合物５７］を［表１の化合物
３３］に変更した以外は実施例１と同様にしてカーボンブラック組成物を作製した。
[実施例３]
　実施例１におけるベンゾイソインゾール誘導体［表１の化合物５７］を［表１の化合物
２５］に変更した以外は実施例１と同様にしてカーボンブラック組成物を作製した。
[実施例４]
　実施例１におけるベンゾイソインゾール誘導体［表１の化合物５７］を［表１の化合物
７９］に変更した以外は実施例１と同様にしてカーボンブラック組成物を作製した。
[実施例５]
　実施例１におけるベンゾイソインゾール誘導体［表１の化合物５７］を１．０部から０
．５部に変更した以外は実施例１と同様にしてカーボンブラック組成物を作製した。
【００５０】
[実施例６]
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　実施例２におけるベンゾイソインゾール誘導体［表１の化合物３３］を１．０部から０
．５部に変更した以外は実施例１と同様にしてカーボンブラック組成物を作製した。
[実施例７]
　実施例３におけるベンゾイソインゾール誘導体［表１の化合物２５］を１．０部から０
．５部に変更した以外は実施例１と同様にしてカーボンブラック組成物を作製した。
[実施例８]
　実施例４におけるベンゾイソインゾール誘導体［表１の化合物７９］を１．０部から０
．５部に変更した以外は実施例１と同様にしてカーボンブラック組成物を作製した。
【００５１】
[比較例１]
　実施例１におけるベンゾイソインゾール誘導体を除く以外は実施例１と同様にしてカー
ボンブラック組成物を作製した。
[比較例２]
　実施例１におけるベンゾイソインゾール誘導体［表１の化合物５７］を１．０部から０
．０５部に変更した以外は実施例１と同様にしてカーボンブラック組成物を作製した。
[比較例３]
　実施例２におけるベンゾイソインゾール誘導体［表１の化合物３３］を１．０部から０
．０５部に変更した以外は実施例１と同様にしてカーボンブラック組成物を作製した。
[比較例４]
　実施例３におけるベンゾイソインゾール誘導体［表１の化合物２５］を１．０部から０
．０５部に変更した以外は実施例１と同様にしてカーボンブラック組成物を作製した。
[比較例５]
　実施例４におけるベンゾイソインゾール誘導体［表１の化合物７９］を１．０部から０
．０５部に変更した以外は実施例１と同様にしてカーボンブラック組成物を作製した。
【００５２】
[比較例６]
　実施例１におけるベンゾイソインゾール誘導体［表１の化合物５７］を１．０部から２
５．０部に変更した以外は実施例１と同様にしてカーボンブラック組成物を作製した。
[比較例７]
　実施例２におけるベンゾイソインゾール誘導体［表１の化合物３３］を１．０部から２
５．０部に変更した以外は実施例１と同様にしてカーボンブラック組成物を作製した。
[比較例８]
　実施例３におけるベンゾイソインゾール誘導体［表１の化合物２５］を１．０部から２
５．０部に変更した以外は実施例１と同様にしてカーボンブラック組成物を作製した。
[比較例９]
　実施例４におけるベンゾイソインゾール誘導体［表１の化合物７９］を１．０部から２
５．０部に変更した以外は実施例１と同様にしてカーボンブラック組成物を作製した。
尚、評価方法としては下記の通り行った。
【００５３】
［濃色塗料配合］
　カーボンブラック組成物と下記原料（ユーバン２０ＳＥ６０は三井サイテック社製のメ
ラミン樹脂）を混合し、アクリル／メラミン系の濃色塗料を得た。
カーボンブラック組成物　　　４３．５部
アクリル樹脂　　　　　　　　３４．８部
ユーバン２０ＳＥ６０　　　　２１．７部
［淡色塗料配合］
　濃色塗料中のカーボンブラックと酸化チタンの比率が１／１０になるように下記酸化チ
タン塗料と混合し淡色塗料を得た。
濃色塗料　　　　　　　　　　１５．８部
酸化チタン塗料　　　　　　　８４．２部
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酸化チタン（タイペーク　Ｒ－６７０　石原産業社製）１８．８部
アクリル樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３４．８部
ユーバン２０ＳＥ６０　　　　　　　　　　　　　　　２１．７部
トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．６部
酢酸エチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．８部
［塗装方法］
　上記で作製した濃色塗料をＰＥＴフィルムに乾燥塗膜の膜厚が約１０μｍとなるように
バーコーターで塗装し、１０分予備乾燥後、１４０℃３０分乾燥し塗膜を作製した。
【００５４】
　上記で作製した淡色塗料を６ミルのフィルムアプリケーターで白色アート紙上に展色し
１０分予備乾燥後、１４０℃３０分乾燥し塗膜を作製した。
【００５５】
［評価項目］
　［光沢（６０°鏡面反射率）］光沢計［日本電色工業（株）ＧｌｏｓｓＭｅｔｅｒ　Ｖ
Ｇ２０００］により６０°－６０°反射率を測定した。
　［ヘイズ］濁度計［日本電色工業（株）３００Ａ］によりヘイズを測定した。
　［着色力］測色計［日本電色工業（株）ＳｐｃｔｒｏｐｈｏｔｏＭｅｔｅｒ　ＳＥ２０
００］にて比較例１との明度指数差Ｌ値を測定し、下式により着色力を求めた。この数値
が大きい程、分散性は良好である。
着色力＝１００－（△Ｌ値×１０）
　［保存安定性］各比較例及び実施例より作製したカーボンブラック組成物の初期粘度と
４０℃１ヶ月保存した経時粘度を測定し、初期粘度と経時粘度との比較より経時増粘率を
算出した。経時増粘率＝経時粘度／初期粘度　尚、粘度の測定はカーボンブラック組成物
を２５℃に調整した後にＢＬ型粘度計において６０ｐｒｍ１分後の値を測定する。
【００５６】
　表２から明らかなように、特定の構造を持つベンゾイソインドール誘導体をカーボンブ
ラック組成物中に０．１～２０部の範囲で用いることにより分散安定性が良好となり、光
沢、ヘイズ、着色力に優れるカーボンブラック組成物を得ることができた。
【００５７】
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